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［成果情報名]麦焼酎粕濃縮液を添加したTMRサイレージの発酵品質及び乳牛の嗜好性

［要約］麦焼酎粕濃縮液を含むTMRサイレージは、乳酸を多く含み、発酵品質が良好であ

る。また、貯蔵期間が長くなるに従い、乳酸および酢酸割合は上昇する。麦焼酎粕濃縮液

を乾物当たり10～20%混合したTMRをサイレージ化すると、乳牛の嗜好性は良好である。
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［対象作目］乳用牛 ［専門項目］飼養管理 ［成果分類］生理生態
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［背景・ねらい］

焼酎粕濃縮液は、粗タンパク質含量が高いことから家畜のタンパク源として期待される

ものの、その粘性の強さからハンドリングが悪く、単品での給与は難しい。

最近、酪農現場ではTMRサイレージが注目され始め、TMRを水分調整後、密封しサイレー

ジ化すれば、乳牛の採食性が向上すると報告されている。

これまでに、麦焼酎粕濃縮液の乳牛への給与実績はほとんどなく、さらに、それらを混

合したTMRサイレージについてのデータは見当たらない。そこで、麦焼酎粕濃縮液がTMRサ

イレージの発酵品質および乳牛の嗜好性に及ぼす影響について明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．麦焼酎粕濃縮液を含むTMRサイレージは、乳酸を多く含み、酪酸は少なく発酵品質が

良好である。乳酸割合は麦焼酎粕濃縮液添加区が対照区より2倍程度の高い値を示し、

酢酸も同様の傾向になる（表1 。）

２．サイレージの貯蔵期間が14日・28日・63日・96日と長くなるに従い、各区とも発酵が

進み、乳酸および酢酸割合が上昇し、pHは低下する（表1 。）

３．麦焼酎粕濃縮液を乾物当たり10～20%混合したTMRをサイレージ化しても、対照区のサ

イレージと比べ単位時間当たりの乾物摂取量に差がなく、乳牛における嗜好性は良好で

ある（図１ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．乳牛へ麦焼酎粕濃縮液およびTMRサイレージを給与する際の参考となる。

２．麦焼酎粕濃縮液は粘性が高く、TMR混合時に塊になりやすいので、均一になるよう

に良く撹拌する。特に、20%混合では塊になりやすいので注意が必要。



［具体的データ］

表1 麦焼酎粕濃縮液を含むTMRサイレージの発酵品質（平成18年）

麦焼酎粕濃縮液 貯蔵期間（日）
添加割合（DM%） 14 28 63 96

a a a乾物率 0 50.5 50.8 51.1 49.0
ab b b（%） 10 51.4 51.9 53.1 49.7
b b ab20 52.3 52.1 52.7 49.6
a a a apH 0 4.77 4.67 4.59 4.00
b b b b10 4.04 3.85 3.78 3.81
c c b c20 4.40 3.93 3.75 3.70
a a a a乳酸 0 1.74 2.00 2.19 3.84
b b b b（%FM） 10 3.62 4.82 5.38 5.21
a c b c20 2.23 4.31 5.40 5.95
a a a a酢酸 0 0.15 0.20 0.28 0.38
b b b b（%FM） 10 0.31 0.37 0.42 0.65
b b b c20 0.28 0.36 0.39 0.49

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸 0 0.02 ND 0.06 ND
（%FM） 10 ND ND ND ND

20 ND ND ND ND

酪酸 0 ND ND 0.18 ND
（%FM） 10 0.02 0.03 ND ND

20 0.04 0.02 0.02 0.03

注)１．ｻｲﾛ詰め：2006年8月30日
２．異文字間：p<0.05で有意差有り
３．TMR原料は、ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽﾍｲ、圧ぺんﾄｳﾓﾛｺｼ、圧ぺん大麦、ﾌｽﾏ、ﾙｰｻﾝﾍﾟﾚｯﾄ、ﾋﾞｰﾄﾊﾟﾙﾌﾟ、綿実、大豆粕等。
４．栄養濃度は、TDN:74.0％、CP:16.0％、DM:50.0％。
５．麦焼酎粕濃縮液の成分はTDN:87.0%、DM:36.1%、CP:37.1%、NDF:5.0%、ADF:2.0%、

。 。 。注) 試験方法:表1のTMRｻｲﾚｰｼﾞをﾄﾞﾗﾑ缶(200L)調製 乾乳牛3頭の嗜好性を調査 現物5kgを給与し15分毎に摂取量測定
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図１　乾乳牛における麦焼酎粕濃縮液を含む
　　　　TMRサイレージの嗜好性　　（平成１８年）
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